
2024年度放課後等デイサービス保護者向けアンケート 総数 22 回答者 16
実施期間 2025/3/24-3/27 集計施設 Growup岡崎⽻根

保護者アンケート質問事項  はい
どちらとも
いえない いいえ わからない ご意⾒ ご意⾒を踏まえた対応

こどもの活動等のスペースが⼗分に確保されていると思いますか。
職員の配置数は適切であると思いますか。
⽣活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっていると思
いますか。また、事業所の設備等は、障害特性に応じて、バリアフリー
化や情報伝達等への配慮が適切になされていると思いますか。
⽣活空間は、清潔で、⼼地よく過ごせる環境になっていると思います
か。また、こども達の活動に合わせた空間となっていると思いますか
こどものことを⼗分に理解し、こどもの特性等に応じた専⾨性のある⽀
援が受けられていると思いますか。
事業所が公表している⽀援プログラムは、事業所の提供する⽀援内容と
合っていると思いますか。
こどものことを⼗分理解し、こどもと保護者のニーズや課題が客観的に
分析された上で、放課後等デイサービス計画（個別⽀援計画）が作成さ
れていると思いますか。
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの
「放課後等デイサービスの提供すべき⽀援」の「本⼈⽀援」、「家族⽀
援」、「移⾏⽀援」で⽰す⽀援内容からこどもの⽀援に必要な項⽬が適
切に設定され、その上で、具体的な⽀援内容が設定されていると思いま
すか。
放課後等デイサービス計画に沿った⽀援が⾏われていると思いますか。
事業所の活動プログラムが固定化されないよう⼯夫されていると思いま
すか。
放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機
会がありますか。
事業所を利⽤する際に、運営規程、⽀援プログラム、利⽤者負担等につ
いて丁寧な説明がありましたか。
「放課後等デイサービス計画」を⽰しながら、⽀援内容の説明がなされ
ましたか。
事業所では、家族に対して家族⽀援プログラム(ペアレント・トレーニン
グ等)や家族等も参加できる研修会や情報提供の機会等が⾏われています
か。
⽇頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの健康や発達の状況
について共通理解ができていると思いますか。
定期的に、⾯談や⼦育てに関する助⾔等の⽀援が⾏われていますか。
事業所の職員から共感的に⽀援をされていると思いますか。
⽗⺟の会の活動の⽀援や、保護者会等の開催等により、保護者同⼠の交
流の機会が設けられるなど、家族への⽀援がされているか。また、きょ
うだい向けのイベントの開催等により、きょうだい同⼠の交流の機会が
設けられるなど、きょうだいへの⽀援がされていますか。
こどもや家族からの相談や申⼊れについて、対応の体制が整備されてい
るとともに、こどもや保護者に対してそのような場があることについて
周知・説明され、相談や申⼊れをした際に迅速かつ適切に対応されてい
ますか。
こどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮がなされている
と思いますか。
定期的に通信やホームページ・SNS等で、活動概要や⾏事予定、連絡体
制等の情報や業務に関する⾃⼰評価の結果をこどもや保護者に対して発
信されていますか。
個⼈情報の取扱いに⼗分に留意されていると思いますか。
事業所では、事故防⽌マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュ
アル、感染症対応マニュアル等が策定され、保護者に周知・説明されて
いますか。また、発⽣を想定した訓練が実施されていますか。
事業所では、⾮常災害の発⽣に備え、定期的に避難、救出その他必要な
訓練が⾏われていますか。
事業所より、こどもの安全を確保するための計画について周知される
等、安全の確保が⼗分に⾏われた上で⽀援が⾏われていると思います
か。
事故等（怪我等を含む。）が発⽣した際に、事業所から速やかな連絡や
事故が発⽣した際の状況等について説明がされていると思いますか。
こどもは安⼼感をもって通所していますか。
こどもは通所を楽しみにしていますか。

事業所の⽀援に満⾜していますか。

事業所(就労・グループホー
ム等)の⾒学・体験の機会を
設けてほしい。

商品の梱包や包装・シール貼
りの機会を設けてほしい。

ご意⾒ありがとうござい
ます。今後の⽀援・企画
の参考にさせていただき
ます。
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2024年度放課後等デイサービス従業員向けアンケート 回答数 6
実施期間  2025/3/24-3/27 施設 Growup岡崎⽻根
従業員アンケート設問 はい いいえ ⼯夫している点 課題や改善が必要な点

利⽤定員が発達⽀援室等のスペースとの関係で適切であるか。 6 0

職員同⼠休みが重ならないようにしている
重なったときには、動かせる休みであれば別⽇にしてもらっている
活動によりレイアウト変更

⾝体を動かす活動を⾏う時、充分なスペースがない。
⽬が届く場所のクールダウンスペースがあるとよい。

利⽤定員やこどもの状態等に対して、職員の配置数は適切であるか。 4 2 情報共有による迅速なサポート体制

状況にもよるが児童がいる間は⼦供の⾒守りに専念していくべきだと思
う。
また外出⽀援の際充分な職員の確保がないまま外出に⾏った事もあった
ので危険を感じた。
充分な職員の確保ができない時は活動の変更も視野に⼊れて利⽤者の安
全を優先するべきだと思った。

⽣活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備
等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされてい
るか。 6 0 段差の解消

必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使⽤することが認められる環境になっている
か。 6 0

クールダウンが必要な場合は⽀援室とは別に部屋を使⽤することもある
相談室利⽤やパーテーションの活⽤
気持ちが落ちつかない時に、クールダウン可能な部屋や場所がいくつかあ
る点

相談室の⼩窓からの⽇差しが夏は暑いため
サイズの合う布や紙等で夏の⽇差し対策が出来ると良い

業務改善を進めるためのPDCAサイクル (⽬標設定と振り返り) に、広く職員が参画している
か。 3 3 ⽀援内容の振り返りや利⽤者モニタリング 業務に関する情報共有が必要に感じる
保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務
改善につなげているか。 5 1 LINEの活⽤ できているのかわからない

職員の意⾒等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 5 1

年度初・年度末などにおける職員⾯談の実施
気がついたこと、すぐに改善した⽅が良いことは、その⽇の内に相談や報
告をするよう⼼がけている(当⽇〜7⽇以内に対応・回答をいただけること
が多い) 情報共有ができていないと感じる

第三者による外部評価を⾏い、評価結果を業務改善につなげているか。 3 3
できているのかわからない
内容や⽅法を把握できていません

職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法⼈内等で研修を開催する機会が確
保されているか。 6 0 積極的な研修機会の提供 外部講師等の研修もあると良い

適切に⽀援プログラムが作成、公表されているか。 6 0
「5領域の意識」「利⽤者とスタッフのバランス」「的確な振り返りの実
施」など

個々のこどもに対してアセスメントを適切に⾏い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的
に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 6 0 的確なアセス，モニタリング、PDCAの実施と情報共有
放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達⽀援管理責任者だけでなく、こども
の⽀援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が⾏われている
か。 6 0 適切・迅速な情報共有

放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った⽀援が⾏われているか。 4 2 適切・迅速な情報共有

改善されていると思うが、どこまで共有されているか、情報が少ない。
メモなどで職員に周知するようにしているかが、意図が伝わらない場⾯
が多い

こどもの適応⾏動の状況を、標準化されたツールを⽤いたフォーマルなアセスメントや、
⽇々の⾏動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使⽤する等により確認している
か。 6 0
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサー
ビスの提供すべき⽀援」の「本⼈⽀援」、「家族⽀援」、「移⾏⽀援」及び「地域⽀援・地
域連携」のねらい及び⽀援内容も踏まえながら、こどもの⽀援に必要な項⽬が適切に設定さ
れ、その上で、具体的な⽀援内容が設定されているか。 6 0

それぞれの職員が⾒た事などがどこまで共有され個別⽀援に反映されて
いるか、不明

活動プログラムの⽴案をチームで⾏っているか。 5 1 ⽉例ミーティング等での協議 ⽉

活動プログラムが固定化しないよう⼯夫しているか。 6 0
5領域に即して、活動予定を話し合い決めている
⽉例ミーティングでの「活動予定表」の協議

こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画
を作成し、⽀援が⾏われているか。 5 1 ⽉例ミーティング等での協議
⽀援開始前には職員間で必ず打合せを⾏い、その⽇⾏われる⽀援の内容や役割分担について
確認し、チームで連携して⽀援を⾏っているか。 5 1 朝礼、終礼等での確認・振り返り・共有

⽀援終了後には、職員間で必ず打合せを⾏い、その⽇⾏われた⽀援の振り返りを⾏い、気付
いた点等を共有しているか。 3 3

朝礼・終礼等での確認・振り返り・共有
忙しい⽇は、振り返りの時間を取ることが難しいことがあるため、個別に
声をかけたり連絡を取り、情報共有や伝達を⼼がけている

やれない事が多い
１つの活動をして終わりにするのではなく、その活動で⾒えてきた課題
を次の活動で活かせる様、何が出来ていて何が出来ていなかったのかを
箇条書きで良いので1つは挙げるようにする等していけると良い

⽇々の⽀援に関して記録をとることを徹底し、⽀援の検証・改善につなげているか。 6 0 ⽀援プログラムの的確な作成とその振り返り
定期的にモニタリングを⾏い、放課後等デイサービス計画の⾒直しの必要性を判断し、適切
な⾒直しを⾏っているか。 6 0 スタッフ全員によるモニタリング
放課後等デイサービスガイドラインの「4つの基本活動」を複数組み合わせて⽀援を⾏ってい
るか。 6 0
こどもが⾃⼰選択できるような⽀援の⼯夫がされている等、⾃⼰決定をする⼒を育てるため
の⽀援を⾏っているか。 6 0

悩むときには選択肢を⽤意し、⾃分で考え選べるようにしている

障害児相談⽀援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよ
く理解した者が参画しているか。 6 0
地域の保健、医療(主治医や協⼒医療機関等)、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して
⽀援を⾏う体制を整えているか。 6 0
学校との情報共有(年間計画・⾏事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等)、連絡調整(送
迎時の対応、トラブル発⽣時の連絡)を適切に⾏っているか。 6 0

毎週⾦曜⽇に週予定をもらい確認をしている

就学前に利⽤していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達⽀援事業所等との間で情報
共有と相互理解に努めているか。 3 3
学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移⾏する場合、それ
までの⽀援内容等の情報を提供する等しているか。 4 2 提供しているかわからない
地域の児童発達⽀援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助⾔や研修
を受ける機会を設けているか。 4 2

放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 2 4
地域で活動する団体や他の放デイとのかかわりができている
他事業所の放ディとの交流会など

(⾃⽴⽀援)協議会等へ積極的に参加しているか。 2 4
⽇頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を
持っているか。 6 0
家族の対応⼒の向上を図る観点から、家族に対して家族⽀援プログラム (ペアレント・トレー
ニング等)や家族等の参加できる研修の機会やや情報提供等を⾏っているか。 6 0 事業所⾒学や外部講師による講習会等を保護者向けに⾏っている
運営規程、⽀援プログラム、利⽤者負担等について丁寧な説明を⾏っているか。 5 1 しているのかわからない
放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善
の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。 6 0
「放課後等デイサービス計画」を⽰しながら⽀援内容の説明を⾏い、保護者から放課後等デ
イサービス計画の同意を得ているか。 6 0
家族等からの⼦育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、⾯談や必要な助⾔と⽀援を⾏って
いるか。 6 0 定期的な⾯談だけではなく、必要に応じて⾯談の時間をとっている
⽗⺟の会の活動を⽀援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同⼠で交流する
機会を設ける等の⽀援をしているか。また、きょうだい同⼠で交流する機会を設ける等の⽀
援をしているか。 3 3 「寺⼦屋」の定期開催
こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周
知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 6 0
定期的に通信等を発⾏することや、HPやSNS等を活⽤することにより、活動概要や⾏事予
定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 6 0

個⼈情報の取扱いに⼗分留意しているか。 6 0
書類等はロッカーにしまい、利⽤者がいる時間には使⽤しないようにして
いる

障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 6 0
事業所の⾏事に地域住⺠を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 4 2
事故防⽌マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を
策定し、職員や家族等に周知するとともに、発⽣を想定した訓練を実施しているか。 5 1
業務継続計画(BCP) を策定するとともに、⾮常災害の発⽣に備え、定期的に避難、救出その
他必要な訓練を⾏っているか。 5 1 定期的に避難訓練を⾏ったほうがよい
事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 6 0

⾷物アレルギーのあるこどもについて、医師の指⽰書に基づく対応がされているか。 3 3 医師の指⽰書が出ている利⽤者は現在利⽤がありません

卵アレルギーのある児童が昼⾷提供時に本⼈からの告知で知らされた事
もあった。それまでは職員感での情報は⼀切なかった。
事前のアセスメントでアレルギー情報があるなら全体に周知を徹底して
ほしい。
特に⾷物アレルギーにかんしては命の危険につながりかねないので、使
う⾷材に細⼼の注意が必要だと思う

安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理
が⼗分された中で⽀援が⾏われているか。 5 1

児童が施設を、利⽤している間は⾒守りをし、安全優先で⽀援にあたる様
にしている。

こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容に
ついて、家族等へ周知しているか。 5 1
ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防⽌に向けた⽅策について検討をしているか。 6 0
虐待を防⽌するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 5 1 的確な研修会の実施
どのような場合にやむを得ず⾝体拘束を⾏うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者
に事前に⼗分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 6 0



公表 事業所における⾃⼰評価総括表

○ 分析結果

○事業所名

○保護者評価実施期間
○保護者評価有効回答
数

○従業者評価実施期間
○従業者評価有効回答
数
○事業者向け⾃⼰評価
表作成⽇

Growup岡崎⽻根

16

6

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

⼯夫していることや意識的に⾏っている取
組等 さらに充実を図るための取組等

1

2

3

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること 事業所として考えている課題の要因等 改善に向けて必要な取組や⼯夫が必要な点等

1

2

3

2025/3/24-2025/3/27

2025/3/24-2025/3/27

2025/3/30

こどもたちが毎⽇「⾏きたい︕」と思える安⼼感
と楽しさを提供できている点。保護者の皆様から
の⾼い評価は、私たちの⼤きな励みであり、事業
所の基盤となる強みです。

⼀⼈ひとりの興味に応じた活動や⾃⼰
選択の機会を設け、受容的な関わりを
⼼がけています。

保護者様のご要望も踏まえ、活動の幅を広
げ(就労体験等含む)、成功体験を増やし、
個別性を⾼めていきます。これにより、こ
どもの可能性を伸ばし、将来の⾃⽴と社会
参加に繋がる⽀援を提供していきます。

職員間の情報共有不⾜と連携の課題。特にアレル
ギー情報の共有漏れという重⼤な事態を重く受け
⽌め、最優先で改善が必要です。

アセスメントに基づき、保護者様の意向を反映し
た質の⾼い個別⽀援計画を作成できているプロセ
ス。保護者様・従業員双⽅からの評価を⾃信に繋
げていきます。

多⾓的なアセスメント、保護者様との
対話、チームでの定期的な⾒直し（
PDCA）を重視して取り組んでいます。

視覚⽀援やバリアフリー化等、清潔で分かりやす
い物理的環境。個々の状況に応じたクールダウン
対応なども、私たちの取り組みが評価されている
点です。

視覚⽀援、段差解消、レイアウト変
更、個別スペース確保、清掃・整頓を
徹底しています。

クールダウンスペースの常設、作品展⽰、
安全点検等を進めます。安全・快適なだけ
でなく、こどもの主体的な活動や多様な
ニーズに応える環境づくりに、私たち⾃⾝
で取り組んでいきます。

多忙さや共有ルールの曖昧さ、認識齟
齬などが要因となり、連携不⾜が⽣じ
ていると認識しています。

朝礼・終礼、、情報共有ルール⾒直しと報
連相の再徹底を図ります。これにより、安
全で質の⾼いチーム⽀援を提供できるよ
う、私たち⾃⾝で確実な情報共有体制を構
築・定着させていきます。

活動内容（特に外出時）による⼈員配置の⼿薄さ
と安全性への懸念。半数の職員が課題を感じてい
る現状を改善しなければなりません。

活動内容や児童の状況変化、突発的な
⽋勤等への柔軟な対応が難しい状況に
あります。

外出時のリスク評価・⼈員計画進めます。
先できる⼈員・リスク管理体制と、私たち
が安⼼して働ける環境を両⽴させていきま
す。

活動プログラムのマンネリ化懸念と、⼀部外部機
関との連携不⾜。保護者様の意⾒が分かれ、私た
ちの中からも連携への課題認識がある点は、積極
的に改善していきます。

活動企画や外部連携に時間を割けな
い、連携担当が不明確、職員の経験に
依存するなどの点が課題だと考えてい
ます。

⽇々の観察記録を計画へより具体的に反映
させ、保護者様との意⾒交換を充実させて
いきます。将来的には、保護者様・関係機
関と私たちが協働し、より実効性の⾼い計
画を作成する体制へと深化させていきま
す

ニーズ調査やアイデア会議の実施、連携担
当明確化、外部参加促進を図ります。これ
により、常に新鮮な活動を提供し、外部連
携強化を通じてこどもの社会性を育み、私
たちが地域に開かれた事業所となるよう努



2024年度放課後等デイサービス保護者向けアンケート 総数 0 回答者 0
実施期間 2025/3/24-3/27 集計施設 Growup岡崎⽻根 児童発達⽀援

保護者アンケート質問事項  はい
どちらとも
いえない いいえ わからない ご意⾒ ご意⾒を踏まえた対応

こどもの活動等のスペースが⼗分に確保されていると思いますか。
職員の配置数は適切であると思いますか。
⽣活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっていると思
いますか。また、事業所の設備等は、障害特性に応じて、バリアフリー
化や情報伝達等への配慮が適切になされていると思いますか。
⽣活空間は、清潔で、⼼地よく過ごせる環境になっていると思います
か。また、こども達の活動に合わせた空間となっていると思いますか
こどものことを⼗分に理解し、こどもの特性等に応じた専⾨性のある⽀
援が受けられていると思いますか。
事業所が公表している⽀援プログラムは、事業所の提供する⽀援内容と
合っていると思いますか。
こどものことを⼗分理解し、こどもと保護者のニーズや課題が客観的に
分析された上で、放課後等デイサービス計画（個別⽀援計画）が作成さ
れていると思いますか。
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの
「放課後等デイサービスの提供すべき⽀援」の「本⼈⽀援」、「家族⽀
援」、「移⾏⽀援」で⽰す⽀援内容からこどもの⽀援に必要な項⽬が適
切に設定され、その上で、具体的な⽀援内容が設定されていると思いま
すか。
放課後等デイサービス計画に沿った⽀援が⾏われていると思いますか。
事業所の活動プログラムが固定化されないよう⼯夫されていると思いま
すか。
放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機
会がありますか。
事業所を利⽤する際に、運営規程、⽀援プログラム、利⽤者負担等につ
いて丁寧な説明がありましたか。
「放課後等デイサービス計画」を⽰しながら、⽀援内容の説明がなされ
ましたか。
事業所では、家族に対して家族⽀援プログラム(ペアレント・トレーニン
グ等)や家族等も参加できる研修会や情報提供の機会等が⾏われています
か。
⽇頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの健康や発達の状況
について共通理解ができていると思いますか。
定期的に、⾯談や⼦育てに関する助⾔等の⽀援が⾏われていますか。
事業所の職員から共感的に⽀援をされていると思いますか。
⽗⺟の会の活動の⽀援や、保護者会等の開催等により、保護者同⼠の交
流の機会が設けられるなど、家族への⽀援がされているか。また、きょ
うだい向けのイベントの開催等により、きょうだい同⼠の交流の機会が
設けられるなど、きょうだいへの⽀援がされていますか。
こどもや家族からの相談や申⼊れについて、対応の体制が整備されてい
るとともに、こどもや保護者に対してそのような場があることについて
周知・説明され、相談や申⼊れをした際に迅速かつ適切に対応されてい
ますか。
こどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮がなされている
と思いますか。
定期的に通信やホームページ・SNS等で、活動概要や⾏事予定、連絡体
制等の情報や業務に関する⾃⼰評価の結果をこどもや保護者に対して発
信されていますか。
個⼈情報の取扱いに⼗分に留意されていると思いますか。
事業所では、事故防⽌マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュ
アル、感染症対応マニュアル等が策定され、保護者に周知・説明されて
いますか。また、発⽣を想定した訓練が実施されていますか。
事業所では、⾮常災害の発⽣に備え、定期的に避難、救出その他必要な
訓練が⾏われていますか。
事業所より、こどもの安全を確保するための計画について周知される
等、安全の確保が⼗分に⾏われた上で⽀援が⾏われていると思います
か。
事故等（怪我等を含む。）が発⽣した際に、事業所から速やかな連絡や
事故が発⽣した際の状況等について説明がされていると思いますか。
こどもは安⼼感をもって通所していますか。
こどもは通所を楽しみにしていますか。
事業所の⽀援に満⾜していますか。



2024年度放課後等デイサービス従業員向けアンケート 回答数 6
実施期間  2025/3/24-3/27 施設【児童発達⽀援】 Growup岡崎⽻根
従業員アンケート設問 はい いいえ ⼯夫している点 課題や改善が必要な点

利⽤定員が発達⽀援室等のスペースとの関係で適切であるか。 6 0

利⽤定員やこどもの状態等に対して、職員の配置数は適切であるか。 4 2

⽣活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備
等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされてい
るか。 6 0
必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使⽤することが認められる環境になっている
か。 6 0
業務改善を進めるためのPDCAサイクル (⽬標設定と振り返り) に、広く職員が参画している
か。 3 3
保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務
改善につなげているか。 5 1
職員の意⾒等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 5 1
第三者による外部評価を⾏い、評価結果を業務改善につなげているか。 3 3
職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法⼈内等で研修を開催する機会が確
保されているか。 6 0
適切に⽀援プログラムが作成、公表されているか。 6 0
個々のこどもに対してアセスメントを適切に⾏い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的
に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 6 0
放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達⽀援管理責任者だけでなく、こども
の⽀援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が⾏われている
か。 6 0
放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った⽀援が⾏われているか。 4 2
こどもの適応⾏動の状況を、標準化されたツールを⽤いたフォーマルなアセスメントや、
⽇々の⾏動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使⽤する等により確認している
か。 6 0
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサー
ビスの提供すべき⽀援」の「本⼈⽀援」、「家族⽀援」、「移⾏⽀援」及び「地域⽀援・地
域連携」のねらい及び⽀援内容も踏まえながら、こどもの⽀援に必要な項⽬が適切に設定さ
れ、その上で、具体的な⽀援内容が設定されているか。 6 0
活動プログラムの⽴案をチームで⾏っているか。 5 1
活動プログラムが固定化しないよう⼯夫しているか。 6 0
こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画
を作成し、⽀援が⾏われているか。 5 1
⽀援開始前には職員間で必ず打合せを⾏い、その⽇⾏われる⽀援の内容や役割分担について
確認し、チームで連携して⽀援を⾏っているか。 5 1
⽀援終了後には、職員間で必ず打合せを⾏い、その⽇⾏われた⽀援の振り返りを⾏い、気付
いた点等を共有しているか。 3 3
⽇々の⽀援に関して記録をとることを徹底し、⽀援の検証・改善につなげているか。 6 0
定期的にモニタリングを⾏い、放課後等デイサービス計画の⾒直しの必要性を判断し、適切
な⾒直しを⾏っているか。 6 0
放課後等デイサービスガイドラインの「4つの基本活動」を複数組み合わせて⽀援を⾏ってい
るか。 6 0
こどもが⾃⼰選択できるような⽀援の⼯夫がされている等、⾃⼰決定をする⼒を育てるため
の⽀援を⾏っているか。 6 0
障害児相談⽀援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよ
く理解した者が参画しているか。 6 0
地域の保健、医療(主治医や協⼒医療機関等)、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して
⽀援を⾏う体制を整えているか。 6 0
学校との情報共有(年間計画・⾏事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等)、連絡調整(送
迎時の対応、トラブル発⽣時の連絡)を適切に⾏っているか。 6 0
就学前に利⽤していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達⽀援事業所等との間で情報
共有と相互理解に努めているか。 3 3
学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移⾏する場合、それ
までの⽀援内容等の情報を提供する等しているか。 4 2
地域の児童発達⽀援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助⾔や研修
を受ける機会を設けているか。 4 2
放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 2 4
(⾃⽴⽀援)協議会等へ積極的に参加しているか。 2 4
⽇頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を
持っているか。 6 0
家族の対応⼒の向上を図る観点から、家族に対して家族⽀援プログラム (ペアレント・トレー
ニング等)や家族等の参加できる研修の機会やや情報提供等を⾏っているか。 6 0
運営規程、⽀援プログラム、利⽤者負担等について丁寧な説明を⾏っているか。 5 1
放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善
の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。 6 0
「放課後等デイサービス計画」を⽰しながら⽀援内容の説明を⾏い、保護者から放課後等デ
イサービス計画の同意を得ているか。 6 0
家族等からの⼦育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、⾯談や必要な助⾔と⽀援を⾏って
いるか。 6 0
⽗⺟の会の活動を⽀援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同⼠で交流する
機会を設ける等の⽀援をしているか。また、きょうだい同⼠で交流する機会を設ける等の⽀
援をしているか。 3 3
こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周
知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 6 0
定期的に通信等を発⾏することや、HPやSNS等を活⽤することにより、活動概要や⾏事予
定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 6 0
個⼈情報の取扱いに⼗分留意しているか。 6 0
障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 6 0
事業所の⾏事に地域住⺠を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 4 2
事故防⽌マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を
策定し、職員や家族等に周知するとともに、発⽣を想定した訓練を実施しているか。 5 1
業務継続計画(BCP) を策定するとともに、⾮常災害の発⽣に備え、定期的に避難、救出その
他必要な訓練を⾏っているか。 5 1
事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 6 0
⾷物アレルギーのあるこどもについて、医師の指⽰書に基づく対応がされているか。 3 3
安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理
が⼗分された中で⽀援が⾏われているか。 5 1
こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容に
ついて、家族等へ周知しているか。 5 1
ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防⽌に向けた⽅策について検討をしているか。 6 0
虐待を防⽌するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 5 1
どのような場合にやむを得ず⾝体拘束を⾏うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者
に事前に⼗分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 6 0



公表 事業所における⾃⼰評価総括表

○ 分析結果

児童発達⽀援
○事業所名

○保護者評価実施期間
○保護者評価有効回答
数

○従業者評価実施期間
○従業者評価有効回答
数
○事業者向け⾃⼰評価
表作成⽇

Growup岡崎⽻根

0

6

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

⼯夫していることや意識的に⾏っている取
組等 さらに充実を図るための取組等

1

2

3

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること 事業所として考えている課題の要因等 改善に向けて必要な取組や⼯夫が必要な点等

1

2

3

2025/3/24-2025/3/27

2025/3/24-2025/3/27

2025/3/30


